
（別紙３）

～ 2026年　5月　29日

（対象者数） 31世帯 （回答者数） 23世帯

～ 2026年　4月　28日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
　地域のボランティアの方や地域の児童と接する機会を増や
し、より幅広く体験ができるよう取り組む。

2
　利用児は、低学年中心であったが、年々成⾧していて高学
年の割合が増加している。そのため、高学年向けのプログラ
ムの工夫が必要である。

3 　親の会終了後に行うアンケート調査を元に企画を立てる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 　建物及び設備の構造上、改善の余地がない。

2
　マニュアルを作成をし、契約の際に説明とマニュアルを渡
すようにする。さらに個別支援計画書更新の面談時に説明を
行う。

3

　他児から物を借りる時のマナーや靴下の整理、帰りには帽
子はランドセルの中に入れるように声掛けをする。利用児が
車に乗った後、職員は必ずロッカーに忘れ物がないか確認す
る。また、自宅に送迎後には車内に忘れ物がないか、確認す
るなど、細かなチェックを行う。

・豊かな体験活動を通して、自分らしさを見出すことや成⾧
を促すこと。

　活動の内容が、固定化されないように日ごとに工夫してい
る。また、制作活動の際には、紙のような普段使われる素材
より、触るチャンスのない素材を活用している。さらに、自
立支援を念頭に置いて、日常生活につながる活動を楽しく取
り組む。

・職員の配置が充実しており、適切な支援ができる環境であ
ること。

　個々の利用児のニーズに合わせて支援の内容を設定してい
る。年齢や個性により支援方法が異なるため、グループ分け
をして、個性に適した支援を行う。

・年2回、親の会を開催をし、親同士での交流を図ること。
・親との意思疎通や情報伝達を配慮し、急な予定変更があっ
ても柔軟に対応すること。

・1回目はクレイアート等の趣味の活動、2回目は講演会で定
着している。出席率は45～50％程度である。
・家庭支援を大切にする。例えば仕事で⾧期休みの受け入れ
時間を早めにする等の対応を行っている。

事業所として考えている課題の要因等

・肢体（下肢）不自由児の受け入れができないこと。 　事業所が2階にあるため、車椅子などの利用ができない。

・緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対策マ
ニュアルの共有・周知が不十分であること。

　定期的に職員同士での勉強会は行っていたが、周知と理解
不足であった。そのため、保護者への周知説明は口頭でしか
できなかった。

○事業所名 放課後等デイサービス　よろここ

○保護者評価実施期間 2026年　4月　15日

○保護者評価有効回答数

2026年　4月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　5月　29日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・忘れ物や落とし物などが目立つこと。
　他児の教科書を借りて返せずに持って帰ることや送迎中に
帽子落としたり、ロッカーに忘れ物をしたりする傾向があ
る。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所における自己評価総括表公表


